
事業実施地域・
協力園校

【実施地域】
福島県耶麻郡西会津町
【協力園校】
幼：公立認定こども園１園
小：公立小学校１校

架け橋期の
コーディネー
ター等

【配置人数】
１名
【経歴】
・元公立小学校長
・幼児教育保育アドバイザー

架け橋期の
カリキュラム開発

会議

【会議委員人数】
１３名

【開催数】
計９回

【委員属性】
大学教授1名、公立認定こども園長１名、公立小学校長１名、公立中学校長１名、公立認定こども園教職員３名、公立小学校
教職員２名、公立中学校教職員1名、公立認定こども園保護者1名、公立小学校保護者1名、町家庭教育相談室職員1名
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架け橋期の
カリキュラム

【開発主体】
公立小学校区
（１公立保育所型認定こども園、１公立小学校）

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

幼稚園 保育所 幼保連携型
地域裁量型 小学校

国立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 国立 公立 私立
施設数 １ １

園児・
児童数 １１６ １９２

福島県西会津町教育委員会
【総人口】 5,376人（令和7年3月1日現在）
【主担当部局】西会津町教育委員会学校教育課

（公立小学校担当）
【主な関係部局】西会津町福祉介護課

（認定こども園担当）

【自治体 関連URL】 https://www.town.nishiaizu.Fukushima.jp/
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文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

福島県西会津町教育委員会

１、事業実施の背景や目的

子どもたちの発達段階に合わせた継続的な学びの支援が必要であるという認識があり、特に、幼児期から児童期への架け橋期における子供達の不安や戸
惑いを軽減し、スムーズな接続を実現することが重要な課題である。また、幼児教育と小学校教育の現場で、教育内容や方法にギャップがあり、子供達が戸
惑うケースも見られた。そこで、本事業を通して次のことを目指した。

・幼児期から児童期への発達を見通し、5歳児のカリキュラムと小学校1年生のカリキュラムを一体的に捉え、こども園と小学校の関係者が連携を深める。

・保小の連携体制を強化し、子どもたちが安心して学び続けられる環境を整備する。

・地域資源を活用した教育プログラムを開発し、子どもたちの地域への愛着や学びへの意欲を高める。

・保育士と小学校教員が直接園児・児童を指導する中で連携を深め、地域の良さを生かした学習を工夫し、食育指導にもつなげる。

・架け橋期のこども園の５歳児と小学校１年生がスムーズに連動するように、アプローチカリキュラムとスタートカリキュラムの充実を図る。

２、事業実施体制や取り組み内容

・西会津町の特産であるミネラル野菜栽培を小学校１年生の生活科に導入し、５歳児も参加して、協働

的な学習の機会を設け、保育士と小学校教員が連携して実践した。

・架け橋期のこども園の５歳児と小学校１年生がスムーズに連動するように、アプローチカリキュラム

とスタートカリキュラムの見直しと一体的なカリキュラムを作成した。

３、事業を実施する過程で生じた課題とその解決方法

〇情報共有と連携の強化
・こども園と小学校両方の状況を理解している幼児教育保育アドバイザーが、調整や助言にあたった。

〇カリキュラムの見直しと改善
・架け橋プログラムコーディネーターを配置し、子供達の発達段階や興味関心に合わせた活動内容に見直し、教材や指導方法の改善を行った。

４、事業の成果と今後の課題

〇成果

・教育委員会を中心に、福祉介護課など、関連する部局が連携して体制づくりを進め、情報共有や意見交換が活発に行われるようになった。

・カリキュラムについての協議や合同研修会、相互保育・授業参観などを通して、保育士と小学校教員の相互理解や連携を深めることができた。

・子供達は、架け橋期における不安や戸惑いが軽減しスムーズに小学校生活に適応できるようになった。

〇課題

・保小連携体制をさらに強化し、カリキュラムの実践と検証、見直しを確実に行うことと、家庭・地域の理解と協力を促進することが大切である。
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文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

福島県西会津町教育委員会

保小中のみなら
ず家庭・地域と
連携を強化して、
西会津っ子を育
成する。

西会津町特産で
あるミネラル野菜
とのかかわりを、
保小中一貫した
取組の柱とした。

ICTとのかかわり
や読解力の向上
についても、発達
段階に応じた目
標を表記した。

ミネラル野菜栽培を小学校1
年生の生活科に導入し、こど
も園5歳児と一緒に、協働的
な学習の機会を設け、実践す
ることにした。

家庭・地域の子
供達とのかかわり
方について、具体
的に表記した。

発達段階に応じ
た子どもの姿を表
記した。
特に、架け橋期
については、色網
かけで強調し、
育ってほしい10の
姿を表記した。

食育にもつなげて
いくようにした。

保育士と小学校教員が
直接園児・児童を指導
する中で連携を深め、地
域の良さを生かした学習
を工夫する。

令和4年度の第
1回～第3回カリ
キュラム開発会
議において協議し、
作成した。
全体の主旨や流
れがわかるものと
いうことで、カリ
キュラム概要版と
呼ぶようにした。

町の子育て支援
の内容について
標記した。
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文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

福島県西会津町教育委員会

育てたい力を「知
識及び技能（の
基礎）」「思考
力、判断力、表
現力等（の基
礎）」「学びに向
かう力、人間性
等」とした。

カリキュラムの期
間を２～４ヶ月
に区切り、それぞ
れの目標を設定
した。

大切にしたい視
点について、具体
的な内容の後ろ
に番号を入れ、
育てたい１０の
姿との対応が分
かるようにした。

架け橋期におけ
る繋ぎをスムーズ
にするために、こど
も園のアプローチ
カリキュラム（8
月）から小学校
のスタートカリキュ
ラム（7月）まで
を1枚にまとめた。

育ってほしい１０
の姿は縦書きで
表記し、目立つよ
うにした。

令和5年度の第4回～第6回カリキュラ
ム開発会議において協議し、作成した。
福島大学 原野明子 教授の指導助言
を受けながら作成した。

こども園と小学校
合同でのミネラル
野菜栽培活動に
ついて表記した。

こども園と小学校
の連携した活動
について表記した。

地域・家庭との
連携について表
記した。



〇畑や自然と触れ合う野外活動を行うことで、今までより深まりのある園児や児童の発言が見
られるようになった。また、交流の機会が増えたことで、小学校生活に対する園児の期待感
や安心感が高まっている。小学1年生も「今年は自分たちが教えるてあげる番だ」と意欲的に
関わったり、自分のやるべきことを自覚して行動できるようになってきている。
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文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

福島県西会津町教育委員会

カリキュラムをまとめたリー
フレットを、令和６年度
の第７回～第８回カリ
キュラム開発会議におい
て協議し、作成した。
二次元コード（QRコー
ド）から架け橋プログラ
ム公式サイトにつながる
ようにした。
令和7年度から家庭等
に配布し活用する。

【カリキュラムの実践を通した子供達の変容】
畑や自然と触れ合う野外活動を行うことで、今までより深まりのある園児や児童の発言が見られるよ
うになった。また、交流の機会が増えたことで、小学校生活に対する園児の期待感や安心感が高まっ
ている。小学1年生も「今年は自分たちが教えるてあげる番だ」と意欲的に関わったり、自分のやるべき
ことを自覚して行動できるようになってきている。

【今後のカリキュラム実践推進と見直し】
保小中連携推進協議会（仮称）を中心にカリキュラムを実践・検証するとともに、こども園や小中
学校の実態に合わせて、年度末にカリキュラムの見直しを行う。

※保小中連携推進協議会（仮称）はカリキュラム開発会議の後継組織
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